
 

 

通し番号 記入不要  分類番号 29-57-21-15

 

トウフ粕を麹菌で発酵させた飼料の抗酸化機能は高いが、それを給与した黒毛和種

肥育牛の出荷時の増体重、枝肉重量、肉質について差は認められない 

［要約］ トウフ粕を麹菌で発酵させた飼料の抗酸化機能を調査し、それを給与した

黒毛和種肥育牛にどのような影響があるかを検討する。原料にトウフ粕または蒸した

コメを用い白麹、黒麹、紅麹をそれぞれ植菌し、培養後、抗酸化機能を調査したところ

、トウフ粕に紅麹を植菌した飼料の抗酸化機能が最も高い。 次にその飼料を黒毛和種

肥育牛に出荷2ヶ月前から毎日 300g給与すると、血清中の抗酸化能力に有意差はないも

のの、試験区で対照区と比較して増加傾向にある。しかし、出荷時の増体重、枝肉重量

、肉質について差は認められない。 
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［背景・ねらい］ 

 麹菌は国内の代表的な食品である醤油、味噌、酒などを作るために使用されており､

トウフ粕を味噌麹菌で発酵させたトウフ粕麹は、原料であるトウフ粕より強い抗酸化能

があることが報告されている。抗酸化力の高い飼料が、肥育牛の健康を増進し、牛肉の

品質にまで効果を与えるならば、高品質牛肉の生産に寄与すると考えられる。しかし 、

麹の種類によって抗酸化機能に差があり、飼料としての給与方法も未確立である。 

そこで、このトウフ粕麹を黒毛和種肥育飼料に添加し、飼料の抗酸化能が向上するか

、それを給与した黒毛和種肥育牛にどのような影響があるかを検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1 供試材料として、白麹菌、黒麹菌、紅麹菌（(株)秋田今野商店）を使用する。 

2 麹原料としてトウフ粕または蒸したコメを用い、トウフ粕 300g はオートクレープ後、

コメ（300ｇ）は蒸した後に各種麹菌（３ｇ）を混合する(植菌、計６点)。製麹はヤエ

ガキ式自動発酵機ミニ１５型（ヤエガキフード＆システム(株)製）で、37 時間培養する｡ 

3 培養した麹飼料の抗酸化活性を測定すると、一番高いのは、トウフ粕に紅菌を植菌した

もので 730 単位/g である（表１）。 

4 黒毛和種肥育牛を用い、対照区（n=5）は、当所慣行のトウフ粕 50%配合発酵飼料を給

与し、試験区（n=2）は一番抗酸化能の高かった紅麹菌をトウフ粕に植菌し、インキュ

ベーターで３日間 35℃で培養したものを冷凍ストックし、給与時に解凍して日量 300g

、出荷前の２ヵ月間に給与すると、給与前や給与中の血清のスーパーオキシド消去活性

は、各区に有意な差は認められないが、試験区で増加傾向が認められる（図１）。しか

し、出荷月齢、BCS、BMS No.及び枝肉重量は有意な差は認められない（表３）。 

5 各区に有意な差は認められないが、1 日増体量は試験区の方が高い数値である。飼料費

は、試験区が対照区の費用より 7.89 円多いため有意に高いが、増体量当たりの飼料費

は安い（表２）。 

  

［成果の活用面・留意点］ 

1 特になし。 



 

 

［具体的データ］ 

表１ 製麹原料の抗酸化活性（単位/g）  

      原  料 
菌  種 蒸したコメ トウフ粕 

白  麹 100 570 

黒  麹 N.D. 140 

紅  麹 50 730 

  N.D.：検出せず 

 

表２ 試験期間における体重と飼料摂取量（平均値±標準誤差） 

  項目  試験区 対照区 

体重(kg) 

 

試験開始時 

試験終了時 

754.0±20.0 

797.0±17.0 

758.8±29.8 

791.2±35.2 

１日増体量（D.G） 

濃厚飼料摂取量（kg/日） 

0.7±0.1 

13.0±0.5 

0.5±0.1 

12.6±0.7 

粗飼料摂取量（kg/日） 0.9±0.0 1.1±0.1 

推定 TDN 摂取量(kg/日) 

飼料費†（円/日） 

飼料費／増体量（円／kg） 

6.7±0.2 

421.7±9.6* 

657.3±71.1 

6.1±0.4 

321.8±15.7 

775.6±177.0 
†：粗飼料(＝稲ワラ)50 円/kg、トウフ粕 50%配合発酵飼料 20.89 円/kg、麹発酵飼料 28.78 円/
kg で試算 
*：対照区と比較して有意差あり（P<0.05） 

 

 

 

 

 

 

図１ 麹飼料を給与した肥育牛の血清中スーパーオキシド活性  
   注：試験開始時を 1 として、増加率を比較した  

 

表３ 各区の出荷月齢、BMS No.および枝肉重量（平均値±標準誤差） 

区 例数 出荷月齢 BCS No. BMS No. 枝肉重量(kg) 

試験区 ２ 31.7±0.0 3.0±0.0 8.0±0.2 535.0±21.0 

対照区 ５ 32.5±1.4 3.6±0.2 10.2±0.7 535.4±30.7 
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